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11/23 ２ ２ 

平成３０年度 

香取市市民事業仕分け 

事業名 健康医療電話相談サービス事業 

担当部課 福祉健康部健康づくり課 

香 取 市
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（ ）

6,862 千円

財源

内訳

財源合計 6,122 千円 7,227 千円 6,891 千円

千円

その他特財の内容

一般財源 6,122 千円 7,227 千円 6,891 千円 862 千円

その他特財
千円 千円 千円

千円

国県支出金の内容 地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創成先行型）

地方債 千円 千円 千円 千円

国県支出金
千円 千円 千円 6,000

0.1 人 710 千円 0.1 人 710 千円

総事業費 6,122 千円 7,227 千円 6,891 千円 6,862 千円

人件費合計 0.1 人 710 千円 0.2 人 1,420 千円

人 710 千円

臨時職員等 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

0.2 人 1,420 千円 0.1 人 710 千円 0.1

コ
ス
ト

30年度（予算） 29年度（決算） 28年度（決算） 27年度（決算）

事
業
費

事業費合計 5,412 千円 5,807 千円 6,181 千円 6,152 千円

事業費内訳
（平成29年度分）

パンフレット印刷製本費　100千円/32,000部
健康医療電話相談委託料　5,707千円（ティーペック株式会社）

人
件
費

担当正職員 0.1 人 710 千円

目　的
（何のために）

市民の健康・医療・育児・介護に関する相談体制を整え、健康に関する不安や負担の軽減を
図ります。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

市民
対象者数（全住民に対する割合）

78,585 人

　市民の健康に対する不安に応えるため、健康相談を24時間体制、通話料無料で実施できる
体制（業務委託）をとっています。この相談ダイヤルは香取市民専用です。対応するスタッ
フは医師175名、保健師等のヘルスカウンセラー181名で上野、新宿、品川、大阪の4拠点で相
談を受ける体制を整えています。受けている相談内容は、気になる身体の症状などの相談、
病気に関する相談、出産・育児に関する相談、介護に関する相談、医療機関の情報案内など
を行っています。業者選定については、昨年、経費節減のため、長期継続契約の指名参加入
札を行おうとしましたが、入札参加者が１社であったため、ティーペック株式会社を選定し
ました。

事業内容
（手段、手法など）

100 ％

実施方法

□直接実施（直営）

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　ティーペック株式会社 ）

□補助金〔直接・間接〕（補助先： 　　実施主体： ）

□貸付（貸付先： ）□その他（ ）

事業内容

関連事業
（同一目的事業等）

根拠法令等 担当課･係名 健康づくり課・保健予防班

事務区分 ■自治事務 □法定受託事務 作成責任者 高木　章

実施の背景
　香取市内に所在する救急医療機関は、医師不足等が主な理由で、時間外における救急患者の受入
れが不十分な状況にあります。このような中、市民の病気等に関する不安、医療機関情報、怪我の救
急措置、子どもの病気の相談、介護の情報など、医療等相談支援が必要であるため開始しました。

事業シート（概要説明書）

予算事業名 健康医療電話相談サービス事業 事業開始年度 平成26年度

上位施策事業名 健康づくり・地域医療 担当局・部名 福祉健康部

事業番号 26 健康医療電話相談サービス事業 平成30年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 健康医療電話相談サービス事業 事業開始年度 平成26年度

事業番号 26 健康医療電話相談サービス事業 平成30年度

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　健康相談ダイヤルサービスを実施したことによって、市民からの相談件数は年間約3,500件
前後あります。相談内容で一番多いのは、気になる身体の症状に関する相談や、治療中に関
する相談が多く、これらの医療に関する相談が多く求められていることがわかります。相談
することで不安をやわらげ、精神的な支援をおこなうことができていると考えます。また、
医療機関への受診に踏み切る判断のサポートとなり、過剰な医療機関への受診が減少し、医
療機関へ出向くための負担を軽減しています。さらに、救急医療に対する、一時的な相談窓
口として、救急搬送の適正利用や、医療費の削減につながっていると考えています。
　今後の課題としては、市民に対してさらに事業の周知を図り、多くの市民に利用してもら
うことが課題と考えています。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

　千葉県が行う救急安心電話相談は県民に対して、平日・土曜日の18：00～23：00、日曜・
祝日9：00～23：00に急病に関する電話相談が行われています。また、子ども用の急病用の相
談窓口として毎日19：00～翌朝6時までの間子ども急病電話相談を行っています。これらの相
談内容は急病に限定され、日程、時間等の制限があります。

特記事項
総合計画に掲げる保健機能の充実として、育児相談、健康相談体制を整えるため、平成26年
度から本事業を開始した。

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

　市民の健康、医療、介護、子育て等に関する相談体制を整え、健康に関する不安や負担の
軽減を図ることを目的とする事業であることから、成果指標は、健康相談ダイヤルの相談件
数としました。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ29年度 Ｈ28年度 Ｈ27年度

相談件数 回 3,545/3,600 3,677/3,500 3,338/3,400

/ /

/ / /

/

/ / /

／ 千円

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ29年度 Ｈ28年度 Ｈ27年度

広報周知 回 12/12 12/12 12/12

周知用パンフレット全世帯、小・中学校、
保育園、幼稚園に４月１回配布

枚 29,400/29,400 29,400/29,400 29,400/29,400

/ / /

単位当たりコスト

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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